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LC823455をベースにした	
��
Bluetoothスピーカの��

はじめに

ストリーミング�	は、
や�	を�くための���な�
となっています。��のデス

クトップ、テレビ、��など、どこでも�	できます。なかでもスマートフォンは、ユー

ザがBluetooth�
により��スピーカ!"からも�	を�くことができるので、ストリー

ミングに#$する%も&'のある()といえます。Bluetooth�
スピーカを*	すれば、

さまざまな��のスピーカで�	を�くことができます。これらのスピーカは、
+なシ

ングルスピーカからマルチスピーカステレオシステムまで1�12です。

オン・セミコンダクターは、このオーディオシステム9:;けに�<に��されたいくつ

かの�=を>?しています。その@でも��なデバイスは、エネルギーF�の�いオーデ

ィオ	DSPとG�ペリフェラルをKLするためのデュアルArm® Cortex®−M3プロセッサコ
アをP�した、Q���R・���SオーディオT�SoCのLC823455です。LC823455
は、いくつかのオーディオ(�をP�し、4 MB!UのRAMをV�しています。G�スピー

カの�Wは�=�クラスDアンプONA10IVによってX�になります。ONA10IVをLC823455
と みYわせれば、I2Sを	いて2々な�Zを!うことができます。また、<のDSPを*	
してTDMモードでW]するように^_することもX�です。LC823455のArmコアを*	し

て、"�`#aタッチKL、LEDドライバ、$bセンサ、そのcのペリフェラルなどの(�

をKLすることができます。

この%dでは、いくつかのオン・セミコンダクターの�=やe&をV�した�f�かつエ

ネルギーF�の�い�gKL�Bluetoothスピーカの��について'しく(hします。

BLUETOOTHスピーカの��

LC823455をベースに、4jのONA10IV 16 W、1jのONA40A 50 W Class DアンプをV�

したBluetoothスピーカです。オーディオは、A2DPを*	してBluetoothデバイスからスト

リーミングすることができます。LC823455のDSPは、kRオーディオをアンプで*	され

るPCMオーディオにlmします。LC823455はエコーキャンセリングにpえて、ローカル�

gコマンド	に1jのマイクを*	します。

http://www.onsemi.jp/
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4 x Dayton Audio DMA58−4 2スピーカを�WするONA10IVと、5.5 Anarchy−554ウーファ

を�WするONA40Aを*	して“4.1”システムが^)されています。f�にrづいて4 �の

Anarchyスピーカを*sしましたが、ONA40Aは%�1 �のインピーダンスまで�Wできま

す。

LC823455は�gKLe&をV�し、play(t+)､stop(uv)､next song(wのx)、previous
song(yのx)、volume up(�#アップ)、volume down(�#ダウン)といったKLコマンドを

サポートしています。

LC717A10AR"�`#aタッチセンサを*	して、volume(�#)、play(t+)、pause({
|uv)、next track(wのトラック)を�WでKLできます。このデモでは、4チャンネルしか

*	していませんが、LC717A10ARは%}16チャンネルの"�`#センサkRを~えてい

ます。これらのKL-はデバイスU-に./されており、エンクロージャを0して�]を


+に�1できます。2jのLV52511がY�16jのRGB LEDをKLします。LV52511はLED
をj<にl�したり、�-のLEDをまとめてl�することができます。

この�=はStrataに#$しており、Strataアプリケーションがインストールされたコンピ

ュータに�
すると、すべての��にアクセスできます。すべての23��にpえ、Strata
インタフェースを�して�Zの(�をライブKLすることができます。KLできる(�に

は、�#KL、ミュート、EQ�Z、トラック*sなどが�まれます。オーディオkRレー

ルの��、�4、ボード$bを56するテレメトリも�	できます。

Figure 1. Bluetooth Speaker System−Level Block Diagram

http://www.onsemi.jp/
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Bluetoothスピーカの��

• Bluetoothオーディオ(A2DP)
• 10バンドEQ
• �g78(�
• 16 WクラスDアンプ (4)
• タッチコントロール

Figure 2. Photograph of the Bluetooth Speaker Demo

http://www.onsemi.jp/
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コンポーネントの��

Strata Developer Studio�インタフェース

Strata Developer Studioは、オン・セミコンダクターの9�ボードおよびデザインキット

	のクラウド�
�:;ソフトウェアです。ユーザはStrataを*	して、Strata#$ボード
にプラグインして、*いやすいグラフィカルユーザインタフェースでシミュレーションと

9�を:�することができます。Strataは、�<�、レイアウト、テストレポート、ユーザ

ガイドなどの%�の��ドキュメントやファイルを�W�にダウンロードします。

�Zのl�やライブ�の=み�り(�は�_=には��ですが、:;>にとってUIはユー
ザが��にYわせて
+に�Zを!うことができる��なツールです。

Figure 3. Bluetooth Speaker Interface in the Strata Developer Studio

UIは��のG�(�を56し、UIPでいくつかのKLをX�にします。テレメトリには!

�のものがあります。

• オーディオレール��および�4

• Bluetooth�
ステータス
• ボリュームおよびEQ�Z

http://www.onsemi.jp/
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このUIには、テレメトリのcに、マスターボリューム、ベースボリューム、トラックコン

トロール、10バンドEQを?�する(�があります。EQにより、ユーザーはG�@�のゲ

インをl�できます。�@�は32、64、125、250、500、1k、2k、4k、8k、16k Hzです。

LC823455

LC823455はQ���R、�A¡bのオーディオT�SoCで、��フォームファクタの

WLCSPパッケージ(B4 mmC)に£Dされています。��に$じて%}4jのマイクを*	

できます。2¤のPCMチャンネルがあり、%}4jのスピーカを�Wできます。また、¥¦

のチャンネルを~えたP�クラスDアンプもV�されています。

DSPは192 kHzのオーディオT��Rをはじめ、MP3コーデック、SBCコーデック、

FLACコーデック、ノイズキャンセリング、エコーキャンセリングなど、1�のオーディオ

T�(�を~えています。

EQにより%}10バンドの?�がX�です。ユーザはGバンドのゲイン、@©�@�、

Q�を?�することができます。ゲインは−18〜18 dBのEªで?�でき、リアルタイムで

?�X�です。@©�@�は125 Hz〜16 kHzのEªです。Q�は0.3〜4.0のEªで?�X�

で、Qファクタは�@�と«2に¬­S|にのみl�できます。

ONA10IV

ONA10IVは16WのデジタルkRClass−Dオーディオアンプで、スピーカセンスデジタル®

Rを~えています。ONA10IVはフィルターレスモノラルアンプなので、かさばる"-フィ

ルタが��で、��Sとコスト¯Fを°Gしています。デジタルオーディオはPCM、

PDM、TDMのいずれかに#$しています。PDMモードは3.072 MHzの�@�で>?されま

す。PCMとTDMのデータレートは16、24、32ビットで、サンプリングレートは16 kHz〜
96 kHzです。スピーカセンスは、�Wスピーカの��と�4をリアルタイムに�1してW

]します。

TDMモードでは、ONA10IVは%}8スロットをサポートしています。GスロットはI/Vセ
ンスデータをH±できるため、すべてIなる��のスピーカを*	できます。これによ

り、*	する-=J�が²なくてKみ��|LをMNできます。

ONA10IVからの�4および��センスの=み�り�を*	し、マイクロコントローラU

で°!されるアルゴリズムを*	して1くのスピーカの�fを�Oすることができます。

これらのスピーカーパラメータを	いて、スピーカの´µ、¶·、$b、Qes、Qms、Qts
を�Oできます。これらの�から、さまざまなタスクを°!するためのアルゴリズムを]

_できます。スピーカ¸P、レンジ¹º、スピーカのQR»fの�®とS¼などの(�が

すべてX�です。G�スピーカインピーダンスを�Wする½�がある��でも、Q=�な

スピーカでの¾Tに#Tする½�がある��でもONA10IVが¿にUちます。

http://www.onsemi.jp/
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まとめ

モノのインターネットの@でポータブルオーディオソリューションのニーズが�まるにつ

れ、�	F�およびエネルギーF�が�いシステムレベルのコンポーネントの½�fも�

まっています。

LC823455とONA10IVの みYわせたBluetoothスピーカーデモは��なソリューションで

あり、��>は>?されるコンポーネントのラインナップをÂÃし、��なソリューショ

ン��におけるVÄ]	をW7することもできます。メーカーごとにÅÆ�なニーズはI

なりますが、Bluetoothスピーカーにより、スピーカー、ステレオ、そのcのオーディオ2

3�=のいずれであっても、Q���Rオーディオソリューションに#する%¬の9�を

>?します。

ON SemiconductorÇびON SemiconductorのロゴはON SemiconductorというÈÉを*うSemiconductor Components Industries, LLC XしくはそのÊËYのZÌÇび/またはcの
ÌにおけるÈ�です。ON Semiconductorは�[、È�、\]Í、トレードシークレット(ÎÏ]Ð)とcの1�ÑÒÍに#するÍ�を¸Òします。ON Semiconductorの�=/�[
の^	#_リストについては、!�のリンクからご`いただけます。www.onsemi.com/site/pdf/Patent−Marking.pdf. ON Semiconductorは0Óなしで、¤�a�の�=のl�を
!うことがあります。ON Semiconductorは、いかなる�Zのb�での�=の^Yfについて¸cしておらず、また、おÔ2の�=において�<の$	や*	から+じたdÕ、
�に、e��、L��、Ö;�な×Øなど{Ùの×Øに#して、いかなるdÕもfうことはできません。おÔ2は、ON Semiconductorによって>?されたサポートやアプリケー
ションÚÛのÜÝにかかわらず、すべてのgÞ、hK、ß�fの�Ãあるいは��のiàを�む、ON Semiconductor�=を*	したおÔ2の�=とアプリケーションについて{
ÙのdÕをfうものとします。ON Semiconductorデータシートやá2�に6されるX�fのある「���」パラメータは、アプリケーションによってはIなることもあり、°j
のf�も|LのklによりlSするX�fがあります。「���」パラメータを�むすべてのW]パラメータは、ご*	になるアプリケーションに$じて、おÔ2のâme&>
においてãä�cされるようおnいoします。ON Semiconductorは、その�[ÍやそのcのÍ�の�、いかなるライセンスも[pしません。ON Semiconductor�=は、+åq
ær/や、いかなるFDA (ZÌs=çt=è)クラス3のçu()、FDAがvwしないéêにおいて«{もしくは�ëのものとä�されるçu()、あるいは、&Æへのxìを#_
とした()における��-=などへの*	をí�した��はされておらず、また、これらを*	#_としておりません。おÔ2が、このようなí�されたものではない、[Xさ
れていないアプリケーション	にON Semiconductor�=をykまたは*	した:Y、たとえ、ON Semiconductorがその-=の��または�zに2してlîがあったとïºされ
たとしても、そのようなí�せぬ*	、またð[Xの*	に23したñò{から、e�、óはL��に+じるすべてのクレーム、�	、×Ø、k�、およびôPõdなどを、
おÔ2のdÕにおいてSöをおnいいたします。また、ON Semiconductorとその¿÷、øÏ÷、ÊËY、23ËY、ù�úに#して、いかなる×Øもûえないものとします。
ON Semiconductorは|	(Ëü{/ý<þ�|	ïです。この%dは^	されるあらゆる\]Ígの#_となっており、いかなる�gによってもt}することはできません。

Arm and Cortex are registered trademark of Arm Limited (or its subsidiaries) in the US and/or elsewhere.
Bluetooth is a registered trademark of Bluetooth SIG.
Strata Developer Studio  is a trademark of  Semiconductor Components Industries, LLC (SCILLC) or its subsidiaries in the United States and/or other 
countries.
TrulyHandsfree is a trademark of Sensory Inc.
All other brand names and product names appearing in this document are registered trademarks or trademarks of their respective holders.
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